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２０周年記念イベント山行  

塔ノ岳集中登山を終えて 

 

飲水思源、１９９７年に井戸が掘られ、その恩

恵をわれわれは様々な経験を通して受けてきた。

『自然を愛し、人を愛し、山を愛し、変わらぬ友

情を育む』ことを軸足に一歩一歩進み、確実に成

長できたことは言うに及びません。これもひとえ

に諸先輩方のお蔭です。深く感謝申しあげます。 

２０周年記念登山として、２０１７年５月２７

日～２８日に塔ノ岳集中登山を実施しました。実

施の前提として、井戸を掘られた創設メンバや創

設メンバを含むＯＢ・ＯＧが参加しやすく感謝で

きる場面をなるべく多く設定することが、最優先

の必須事項としました。計画書に落とし込んだ目

的欄には、①創立最初の山行コース『ヨモギ尾根』

を１０周年に引き続き再訪する。②ヨモギ尾根コ

ースグループを本体とし、塔ノ岳に向けて集中登

山し親睦を深める。③塔ノ岳に１５：３０全員集

合、その後、山小屋宿泊並びに翌日下山後の祝賀

会において懇親を深める。ことを記載させていた

だきました。結果、どれだけの成果があったかは

参加者の心に置かれ、推し量ることはできません

が、総じて目的は達成されたものと自負しており

ます。これもひとえに皆様方のご協力のお蔭であ

り、たいへん感謝申しあげる次第です。 

４つのコースから塔ノ岳に予定通り全員が無

事に元気よく登り詰め、記念すべき集合写真を和

気あいあいの中撮ることができました。その背景

となる丹沢のやまなみ、ひときわ高く裾野を拡げ

る富士山は美しく、さもわれわれを待っていたか

のようでした。日帰り組を見送ったあと、陽が沈

むまでの山頂での団らん、夕食前に小屋番の配慮

により食堂をお借りしてのプチ懇親会、食後の親

睦会へととても有意義な時間を過ごすことがで

きました。翌日の下りは、鍋割山稜、早出大倉尾

根、烏尾山尾根、大倉尾根の４コースで、順次塔

ノ岳を後にして祝賀会場へと向かい、現地直行組

とも合流して１２：００～１５：００まで盛大に

祝賀会を開催（実施記録表参照）し、更なる友情

を深めることができました。また、そこで３名の

再入会表明もうれしい成果となりました。 

今後の２５周年、３０周年・・・も引き続き良

き節目になることを願って止みません。創設後の

コミュニケーションツールは、紙からＩＣＴ

（information and communication technology） 

に進化しました。計画書作成におけるインタ

ーネット情報、山行中における位置情報アプ

リの活用など、登山全般において今後もＩＣ

Ｔの活用はますます盛んになることと推察し

ています。このような登山に関わる道具の進

化・手段は目を見張るものばかりですが、そ

れらの目的となる「安全に登山をすること」

に何ら変化はありません。さらに「安全に登

山をすること」を手段にすれば、その目的は

『自然を愛し、人を愛し、山を愛し、変わらぬ友

情を育む』ことに尽きると思います。それにはＴ

ＴＣ会員相互の「価値観の共有」と「価値観の相

違」への理解が今後も欠かせないことだと思って

います。景色や花々を楽しむこと、写真や絵を嗜

むこと、数的な目標を達成すること、歌や音楽に

興じること、歴史や文学を探ること、地理・地形

や天体を観ること、健康増進を図ること、などな

どの楽しみ方に違いはあっても同じフィールド

でいかに有意義な時を過ごすかが、ますます重要

なことだと感じています。２０周年の節目にあた

り、伝統であるコミュニケーションを通したＴＴ

Ｃの永い発展を願うばかりです。 

 

塔ノ岳山頂での団らん 

 

 


